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６年生の皆さん、卒業おめでとう !
６年前の平成29年４月、新１年生としてスタートし

た小学校生活もまもなく終えようとしています。「６

年間って早かったな」と感じているのではないでし

ょうか? 楽しいことばかりでなく、つらいこともあ

ったと思います。でも、６年間よく頑張りましたね。

コロナにも負けませんでしたね。

皆さんの健やかな成長を願う気持ちで、先生たちや保

護者の皆さん、私たち地域住民など、たくさんの人たち

がつながっています。ＰＴＡ会長さんからも、「家族、

そして地域の人や仲間がいることを忘れないように」と

お話されています。小学校生活の大切な経験と思い出を

胸に、新たな中学校生活への夢や希望を抱いて巣立って

いってください。そして、皆さんが育ったこの地域を愛し、もっともっとみんな

が住みよい街にしていってくれることを期待しています。

第６回学校運営協議会・第２回応援団会議(２月28日)
市教委の教育相談員やスクールソーシャルワーカーの方にも参加していただき、本年度

最後の学校運営協議会と応援団会議を開催し、令和４年度の活動を振り返るとともに、令

和５年度の活動方針を話し合いました。

榊原会長と笠井校長先生から、「子どもたちの健やかな成長を見守り、応援す

るために、教職員・保護者・地域住民・市社会福祉協議会、日本福祉大学、ボラ

ンティア団体など多くの連携、応援が欠かせない。こうしたつながりの拡がりに

感謝。今後も、こうした思いを大切にしていきたい」とのあいさつがありました。

令和４年度の活動報告・令和５年度の活動方針

１ 学校運営・教育活動

コロナが終息しない中で、細心の注意を払いつつ多くの事業を実施してき

た。保護者の来校機会も増え、意思疎通を図る機会を増やすことができた。

来年度は、「学校評価」アンケートの肯定的回答が低かった項目を含め、子

どもたちの思いを大切にする活動を基軸に、生き生きと学び、心豊かにたく

ましく生きる力、地域を愛し、幸せを感じる子どもを育てていきたい。

２ 学校運営協議会

子どもたち・学校を中心とする連携がより確かなものになってきており、

様々なふれあいを楽しみながら活動することができた。
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来年度も、思いを同じくする多くの組織、団体、個人と連携し、「なんでも

相談窓口」「ママたちのおしゃべり会」「みやっ子サロン」「スタディサポート」

などを中心とする子どもサポート活動の継続と更なる充実を目指したい。

３ なんでも相談窓口（半田市社会福祉協議会）

ＬＩＮＥ相談やケース会議などを通して相談者支援に成果を挙げつつある。年

を重ねるごとに相談窓口としての役割の重要性を感じている。こうした取組

を応援してくれる日福大の学生さんに感謝している。

来年度は、窓口の担当を増やし、より手厚く対応していきたい。また、令

和６年３月開催の「半田市社会福祉大会」に、宮池小コミュニティスクール

の活動について発表をお願いしたい。

４ ママたちのおしゃべり会

協議会メンバーの他に図書ボランティアやＰＴＡの皆さん方に協力いただ

き６回開催した。様々な話題に考えさせられたり、教えられたりした。

来年度も、どなたも気軽に参加できる会を心掛け、子育てなどについて思

いを語り合うおしゃべり会になるよう進めていきたい。

５ こども食堂「みやっ子サロン」

本年度４月から、持ち帰りでなく、学習・工作の「ふれあいタイム」と、

みんなで食べる「会食タイム」を実施した。学区外の参加もあり、輪の広が

りを感じている。令和２年11月の開設以来、参加者がのべ1,400名程になった。

開催回数増を望む声もあり、要望に応えられるよう検討していきたい。

６ スタディサポート

12月の個人懇談会４日間に初めて開催した。参加した子どもたちやスタッ

フの反応もよく確かな手応えを感じ、今後につながる貴重な機会になった。

来年度の開催方法について、定期的な開催を視野に検討していきたい。

７ ＰＴＡ

予定した事業を実施できた。次年度の委員選挙も無事終了した。半田信用

金庫よりホットケーキミックスの寄附があり、みやっ子サロンで配布した。

来年度は、今年度感じた問題点や課題を引継ぎ解消していきたい。

８ 応援団

４月の新１年生下校サポートに始まり、除草、側溝清掃など、たくさんの

方に協力いただき計画どおり活動できた。機材提供や差入れに感謝している。

来年度も、学校とのコミュニケーションを大切にしながら進めるとともに、

メンバー募集にも努めたい。ぜひ、ご参加を！

９ 日本福祉大学

楽しく、やりがいを感じて参加している。この経験を卒業論文のテーマに

考えている。来年度は、現在の中心メンバーが４年生になるので、会のサー

クル化を考え、ぜひ存続させていきたい。

人のつながりは大きなパワーを生みます。皆様の参加をお願いしご支援へのお

礼とさせていただきます。ありがとうございました。〈学校運営協議会委員一同〉


